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青少年の 93.2％がいずれかの機器でインターネットを利用（１）している中，子どもたちのコミュニ
ティが広がりを見せる一方で，早期から多くの性情報や偏ったジェンダー観の刷り込みの危険性に晒
されている。とりわけ知的障害がある場合には，適切な情報を判断するのに困難さがあり，誤った性
情報を鵜呑みにしてしまう危険性が高く，性暴力の被害者及び加害者どちらの立場にも立たされてい
る。2017年法務省矯正統計調査「新受刑者の罪名別能力検査値」を見ると，強制わいせつ・同致死
傷の罪によって新たに刑務所に収容された 254人のうち，IQ69以下であったものは 35人であった（２）。
IQのみで判断はできないものの，約 13％が知的障害を有している可能性があると言える。一方で自
閉症スペクトラム児・者（以下「ASD児・者」）は，警告のサインや危険信号を読み取れないことが
あるため，虐待や搾取の被害に遭いやすい（３）。日本では，1992年に教科書を用いた文部省公認の性
教育がスタートし，児童生徒の課題に応じた性教育が推進されていた。しかし，2003年の「東京都
立七生養護学校性教育裁判」（４）をきっかけに性教育バッシングが起こり，現場は知的障害児への性教
育実施に躊躇を示すようになった（５）。
近年，国際的には，性教育（Sex Education）からセクシュアリティ教育（Sexuality Education），
包括的性教育（Comprehensive Sexuality Education）へと概念が変化しつつある。セクシュアリティ
とは，人間のライフサイクルを通して，その人の人格的な基本要素といえるものであり，身体的，心
理的，精神的，社会的，経済的，政治的，文化的な側面を持っている（６）。2009年 12月，セクシュア
リティ教育の具体的な方向性や内容を示す国際文書として，国際連合教育科学文化機関（UNESCO）
を中心に世界中の性教育の専門家の研究と実践をふまえた「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」
（International Technical Guidance on Sexuality Education，以下「ガイダンス」）が発表された。発表
以来，包括的性教育は急速に発展し，EU圏のみならず，中国，台湾，韓国においても性教育の制度
的基盤を整えつつある（６）。「ガイダンス」では，年齢・階層・性別・障害・性的指向等を踏まえてす
べての子ども・若者にセクシュアリティ教育を提供することを明確に求めているが（６），日本の学校
教育において未だその動きは見られない。
これまでに，日本の知的障害児の性教育に関する研究の動向をまとめたのは，児嶋（５）である。児
嶋（５）は，学校での性教育に限定し，学会発表や学術論文の検討により研究動向を探った。その結果，
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継続的に学術論文を発表している者がおらず，障害児の性，結婚及び性教育に関する研究を継続的に
積み上げている者が少ないなど，この分野での理論研究が十分に深められていない状況を明らかにし
た。そこで本研究では，学校での性教育に限定せず，これまでにまとめられていない福祉施設での性
教育についても着目し，その研究動向を探るとともに，学校や福祉施設におけるセクシュアリティ教
育推進に向けての課題や今後の方向性を提起することを目的とする。
??????
国立情報学研究所学術論文データベース（CiNii），医学中央雑誌（医中誌Web），科学技術情報発
信・流通総合システム（J-STAGE）の 3つのデータベースを利用し，2019年までの全年検索を行なっ
た。条件は，①原著論文（レビュー論文や調査分析については除く），②日本における知的障害児・
者の性教育に関するもの（「精神薄弱者」，「ちえ遅れ」といった表現がタイトルに入っているものを
除く）③学会誌に掲載，の 3点を満たすものとした。検索は，2019年 1月 7日～1月 11日に行なった。
????
???????
「知的障害児の性教育に関する研究の積み上げが少ない」といった児嶋（５）の知見を踏まえ，出来る
だけ多くの文献を収集するために，検索ワードを「知的障害」「性教育」の 2点に絞って検索した。
その結果，CiNiiでは 38件，医中誌Webでは 89件，J-STAGEでは 53件の先行文献が検出された。
180件すべての内容を確認し，重複している文献 6件を除く 174件のうち，①②の条件を満たす論文
は 31件であった。そのうち，③学会誌に掲載しているものは 11件であった。11件の文献を精読し
たところ，そのうちの 7件が知的障害児・者の保護者を対象とした研究であった。学校や福祉施設で
のセクシュアリティ教育を推進していく上で，保護者の意見は重要であると考え，それらの研究も把
握することにした。しかし，11件では少ないため条件を緩和し，大学研究紀要及び他の研究雑誌等
も含めた 31件を分析の対象とすることにした。
????????????
選定した文献を精読し，近似した内容ごとに類型化した結果，研究デザインで 2つに分類した。 
知的障害児・者の性教育に関する 1）調査研究（27件），2）実践研究（4件）であった。調査研究を
対象者別にみると，（1）保護者対象（12件），（2）学校教員対象（8件），（3）福祉施設職員対象（4
件），（4）本人対象（3件）であった。なお，1つの研究の中で，保護者，学校教員，福祉施設職員対
象に調査を行なっているものに関しては，調査対象者が最も多いカテゴリーに分類した。調査研究の
概要を表 1に，実践研究の概要を表 2にまとめたのち，各カテゴリーの研究内容について確認してい
きたい。
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? ?　調査研究の概要（27件）
著者
（発行年）
雑誌名
（学会誌◎）
目　的 調査方法・対象者・人数
????????（12件）
堀ノ口智子
（1999）
福岡県立看護
専門学校看護
研究論文集
知的障害のある子どもをもつ家庭で
の性教育の取り組みやニーズを把握
する
福岡県内の養護学校に通学する小学部 3年から中学部 3
年の知的障害のある児童生徒を養育している保護者へ無
記名自記式質問紙法を実施。有効回答 212部（母親 176
名，父親 15名，その他 10名，複合 5名，未記入 6名）
を分析対象とした
宮原春美
相川勝代
（2001）
長崎大学医療
技術短期大学
部紀要
保護者が一般的な性や性教育につい
てどのように考えているか等を調査
する
長崎県の知的障害養護学校である K高等養護学校の学
校行事に出席した保護者に集合法による質問紙調査を実
施。有効回答 61名（女性 50名，男性 7名，無回答 4名）
を分析対象とした
木戸久美子
林隆
中村仁志　他
（2004）
◎ 発達障害研
究
親が子どもの性をどのように捉えて
いるか，「性の自立」支援のために
どのような課題があるのかを明確に
する
質問紙における全国調査を実施し，知的障害のある「男
子をもつ父親」「男子をもつ母親」「女子をもつ父親」「女
子をもつ母親」の 4群に分けて比較検討した。630名（母
親 321名，父親 309名）を分析対象とした
林真由美
荒木田美香子
（2008）
◎ 日本公衆衛
生雑誌
知的障害児の家庭における性教育実
施状況，子どもの性的成熟に関する
保護者の認知，保護者の性教育の考
え，保護者を対象とした支援希望の
有無，及びその内容を明らかにする
近畿 6府県の手をつなぐ育成会及び知的障害者育成会の
協力を得て，保護者会に参加した会員に質問紙調査を依
頼し有効回答であった 463名（母親 388名，父親が 51名，
その他（祖母，兄弟など）14名，無回答 10名）を分析
対象とした
大久保健一
井上雅彦
（2008）
◎ 発達障害研
究
自閉症児・者の性的問題行動に関す
る保護者の意識と保護者がもつ子ど
もの性的問題行動に関する相談の
ニーズについて明らかにする
大阪府，兵庫県，岡山県の自閉症児・者の親の会に質問
紙を配布。有効回答 229名（父親 44名，母親 185名）
を対象。子どもの年齢に基づき，低年齢群（4歳～ 9歳）
114名，中年齢群（9歳～ 15歳）80名，高年齢群（15歳～
36歳）35名に分類。また，知的障害を伴う自閉症群 176
名と伴わない自閉症群 53名に分けて分析した
大久保健一
井上雅彦
渡辺郁博
（2008）
◎   特殊教育学
研究
自閉症児・者の保護者が感じる性教
育の必要性，保護者が性教育を必要
とする時期，性教育の内容，性教育
に関する保護者自身の学習ニーズに
ついて明らかにする
大阪府，兵庫県，岡山県の自閉症児・者の親の会に質問
紙を配布。有効回答 229名（父親 44名，母親 185名）
を対象。子どもの年齢に基づき，低年齢群（4歳～ 9歳）
114名，中年齢群（9歳～ 15歳）80名，高年齢群（15歳～
36歳）35名に分類。また，知的障害を伴う自閉症群 176
名と伴わない自閉症群 53名に分けて分析した
菊地圭子
井上京子
遠藤恵子
（2010）
山形保健医療
研究
特別支援学校の児童生徒の性に関す
る行動と保護者の性に関する意識お
よび性教育の実態を明らかにする
同意の得られた特別支援学校の小学部，中学部，高等部
に通う知的障害のある児童生徒の保護者に質問紙調査を
実施。111名（母親 90名，父親 18名，祖母 2名，その
他 1名）を分析対象とした。子どもの性別は，女子 35名，
男子 76名だった
菊池春樹
森田展彰
田上洋
（2011）
◎ 児童青年精
神医学とそ
の近接領域
日本における自閉症スペクトラム障
害（ASD）のある思春期の人の性的
な行動をアセスメントするための
チェックリスト作成
調査や先行研究等を参考に「ASD用性的行動チェックリ
スト」を作成し，それを用いた質問紙調査を 258名の思
春期の子どもをもつ親に行い，93名のデータを妥当性の
検討のための分析に使用した
武子愛
（2013）
淑徳大学大学
院総合福祉研
究科研究紀要
性教育のトピックごとに，保護者は
どのように伝える性教育を望んでい
るのか，また，施設はどのように伝
えるべきと考えるのかなど，保護者
と施設職員それぞれの知的障害者へ
の性教育の捉え方を探索的に把握
する
保護者；中・軽度の成人の知的障害の子（授産施設およ
び就労移行支援施設を利用）をもつ保護者対象。A市は
1グループで 7名。B市は 6名ずつ 2グループで 12名，
計 19名。施設職員；現在主に中・軽度知的障害者が利
用する施設で直接利用者と関わっている通所施設職員，
またはその双方の経験がある職員を対象。A市 B市とも
に 6名ずつ。それぞれにフォーカス・グループ・インタ
ビュー法を実施
伊織光恵
（2015）
札幌保健科学
雑誌
ダウン症候群のある女子の母親が行
なった初経教育と思いを明らかに
する
母親 10名（30代 1名，40代 8名，50代 1名）が対象。
子どもの平均年齢は 14.3歳（11～ 18歳）。面接時間は
平均 40分で，質的記述的研究を実施
津田聡子
北尾真梨
高田哲
（2016）
◎ 日本小児看
護学会誌
障害のある思春期女子の月経・月経
随伴症状について保護者の認識を明
らかにする
近畿圏内の 4校の特別支援学校の小学部から高等部に在
籍する女子の保護者に質問紙調査を実施し，有効回答は
133部（女性 125名，男性 8名，平均年齢 45.1±6.3歳）
であった
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光武智美
吉村匠平
森田慶子
（2016）
◎ 学校保健研
究
保護者自身が家庭で行う性教育につ
いてどのように考えているのかを調
査し，必要性の認識を中心に検討
する
社団法人日本自閉症協会に加盟する都道府県・政令指定
都市自閉症協会 46件と ADHD親の会 17件に質問紙調
査を依頼。承諾の得られた自閉症協会 11件（517部），
ADHD親の会 4件（138部）へ送付し，有効回答 253部
であった
?????????（8件）
江田裕介
田川元康
松本美穂
（2000）
上越教育大学
障害児教育実
践センター紀
要
養護学校の教師が重視している性教
育の内容，各学部によって重視する
内容の差や，教師の性教育への意識
はどのような因子により構成されて
いるかを明らかにする
A県内の養護学校に勤務する教師に質問紙調査を実施し，
108名（男性 53名，女性 55名）を分析対象とした。学
部ごとに見ると，小学部 32名，中学部 41名，高等部 30
名，その他 5名（養護・訓練部，中・高等部併設等）で
あった
西田充潔
田実潔
（2005）
北星学園大学
社会福祉学部
北星論集
調査 1；知的障害養護学校における
性教育指導内容や実施状況。調査
2；卒業後に教員を目指す現役の大
学生が学校教育における性教育の必
要性をどのように認識し，実施しよ
うとしているのか明らかにする
1．北海道内の知的障害養護学校 3校の教員に質問紙調査
を実施。有効回答 99名（男性 40名，女性 58名，不明 1名）
を分析対象。2．北星学園大学で教育実習を履修する 3年
次以上の学生に質問紙調査を実施。有効回答 114名（男
子 28名，女子 85名，性別等不明 1名）を分析対象
井上京子
菊地圭子
遠藤恵子
（2010）
山形保険医療
研究
特別支援学校における知的障害のあ
る児童生徒の性教育に関する教員の
意識及び性教育の実態を明らかにす
る
同意の得られた特別支援学校の小学部，中学部，高等部
に在籍する教員188名を対象に自記式質問紙調査を実施。
有効回答の得られた 85名（小学部 22名，中学部 16名，
高等部 47名）について記述統計を行った
原恵美子
（2010）
治療教育学研
究
知的障害のある女子への性教育がそ
の必要性に相反して広く普及しない
のはなぜなのか，教員，保護者や関
係者のニーズを検証する
現職教員による，性教育がテーマのディスカッションの
感想文 60名分から性教育についての意識を調査。6名
（教諭 2名，保護者 2名，事業所職員 1名，余暇活動支
援ボランティア 1名）への半構造化面接及び非構造化面
接を行い，性教育に対する意識を調査
菅沼徳夫
生川義雄
（2012）
千葉大学教育
学部研究要
中・軽度の知的障害児の性教育に対
する特別支援学校教師の意識につい
て聞き取り調査を行い，質的に分析
する
知的障害児を主とする特別支援学校において，性教育の
学習・指導で中心となっている保健体育教師，養護教諭，
高等部主事，生徒指導主事，合計 10名を対象に，60分
から 90分の対面式による半構造化面接を行なった
菅沼徳夫
生川善雄
（2013）
了徳寺大学研
究紀要
中・軽度の知的障害児の性教育に対
する教師の意識を明らかにするため
に意識調査を実施し，現職教師の意
識構造について検討を行う
千葉県内の知的障害児を主とする特別支援学校の教師に
質問紙調査を実施し，因子分析を行った。有効回答は
176名（男性 84名，女性 88名，不明 4名。年代別では，
20歳代 31名，30歳代 38名，40歳代 68名，50歳代 38名，
不明 1名であった
船越裕輝
小原愛子
（2017）
トータルリハ
ビリテーショ
ンリサーチ
障害者の権利と QOLの向上の観点
から障害者の性教育の定義を行う。
定義を基に性教育実践の成果評価尺
度を開発し，その信頼性と妥当性の
検証を行う
特別支援教育研究者 2名，現職教員 1名，大学院生 2名
と先行研究や参考資料を基に定義作成を行う。内容的妥
当性の検証と信頼性と構成概念妥当性の検証を現職教員
らを対象に質問紙調査にて実施。96件のデータを分析対
象とした
高田千鶴
郷間英世
牛山道雄
（2017）
◎ 学校保健研
究
国立大学法人の附属特別支援学校に
おける恋愛や交際をテーマにした授
業の実践状況および授業実施の規定
要因を明らかにする
知的障害教育を主とする国立大学法人の附属特別支援学
校 42校の学級担任に質問紙調査を実施。回収は，小学
部 97名（78.2％），中学部 91名（74.0％），高等部 97名
（78.9％），計 285名（77.0％）のうち，279名を分析の対
象とした
???????????（4件）
長浜亜希子
（2003）
北海道医療大
学看護福祉学
部紀要
知的障害者の性行動（施設の指導員
が認識する，対処を要した性に関す
る行動）の実態とそれに関わる指導
員の対処を明らかにする
A市内の知的障害者授産施設と入所更生施設の合計 2ヶ
所に勤務する指導員 12名（男女 6名ずつ）を対象。対
象者 1名につき，1回の半構成的面接を対象者の勤務す
る施設内の一室で行なった
岡田久子
尾原喜美子
（2009）
看護・保健科
学研究誌
支援者が捉えた知的障害のある青年
期女子の男女交際を明らかにし，地
域と連携した生きる力を育む教育へ
の示唆を得る
入所更生施設，入所授産施設，通勤寮，グループホーム
等で勤務し，支援度の低い知的障害のある青年期女子に
関わった経験のある 10名に対して 1人 60分程度の面接
を実施した
岡田久子
尾原喜美子
（2011）
小児保健研究 支援者が知的障害のある女子の性発
達をどのように捉えているのかを明
らかにし，特別支援学校における性
教育の示唆を得る
①入所更生施設・入所授産施設・通勤寮等に勤務してい
る，②支援度の低い青年期女子に関わった経験のある，
③性別・年齢・資格は問わない。①～③要件を全て満た
す支援者 10名（男性 2名，女性 8名。経験年数は 5年
未満 2名，5年以上 2名，10年以上 6名）に質的帰納的
研究を実施
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???????????
?????????????
保護者対象の調査研究は，「子どもの性及び性行動に関する意識調査」と「家庭での性教育の実施
状況調査」が中心であった。「子どもの性及び性行動に関する意識調査」の中で，保護者が困る子ど
もの性行動について，堀ノ口（７），大久保・井上（８），菊地ら（９）が調査していた。3つの調査によると，
最も困る性行動は「性器いじり」や「マスターベーション」であった。堀ノ口（７）が，「性器いじり」
に困ったことがある保護者にその対応を問うと，「してはいけないものだとやめさせた」「誰かに相談
した」の順に多かった。
では，どのくらいの家庭が性教育を行なっているのだろうか。「家庭での性教育の実施状況調査」
を行なった木戸ら（10）と林・荒木田（11）の調査によると，重度の知的障害児・者をもつ保護者が約 5～
6割と比較的多いこともあり，家庭における性教育実施率は 22.9％～41.4％とあまり高いとは言えな
かった。光武ら（12）と大久保ら（13）の調査では，ASD児・者の子をもつ保護者の 7～8割以上が家庭で
の性教育の必要性を感じており，家庭での性教育開始時期は小学 5・6年生～中学生で必要性が高く，
第二次性徴が関連していると考えられた。思春期女子への初経・月経教育に関しては，母親から子ど
もの特性に応じた対応が工夫されている（14）（15）。また，大久保ら（13）は，性教育の内容は「人前でして
いいこととそうでないこと」に関する指導がすべての年代の自閉症児に，知的障害合併の有無に関わ
らず必要とされていたと報告している。菊池ら（16）が作成した「ASD用性的行動チェックリスト」等
を活用することにより，ASD児・者の性的な行動を正しく理解し，適切な支援に繋げていく必要が
あるだろう。
さらに菊地ら（９）は，保護者が家庭で行なっている性教育の主な内容は「身だしなみ」「コミュニ
ケーション」であり，学校での性教育に対しても同様の内容を望んでいると報告した。加えて，学校
における性教育が必要だと考えている保護者は，宮原・相川（17）の調査で 61名中 46名（75.4％），木
山崎康一郎
我藤諭
水藤昌彦
（2016）
◎ 司法福祉学
研究
性教育と余暇支援に焦点を当てて，
性教育の実施や余暇支援の充実を必
要と考えている支援者の意識の特徴
を明らかにする
A県において知的障害者への支援を行なっている事業所
に所属する支援者を対象に質問紙調査を実施。有効回答
363部（男性 224名，女性 134名）を分析対象とした
???????（3件）
長浜亜希子
（2002）
◎母性衛生 知的障害のある女性の性知識とし
て，男女の体と心の発達・しくみ，
生命誕生のしくみ，対人関係と社会
生活，の 3領域を設定。それらを対
象者の面接と参加観察をもとに明ら
かにする
知的障害者授産施設に一人で通勤可能な 20代と 30代の
未婚女性 5名を対象。IQ34～ 56（中度～軽度），社会
生活年齢は新版 S―M社会生活能力検査を用いて測定。
対象者 1名につき半構成的面接を 1回，参加観察を 5回
（面接前 3～ 4回，面接後 1～ 2回）実施
柳澤志萌
綿祐二
（2008）
文京学院大学
人間学部研究
紀要
知的障害児と健常児の性知識の習得
時期，情報源の実態及び差異と一般
社会における性知識の習得過程につ
いて明らかにする
15歳から 18歳までの養護学校に通う生徒 157人と普通
高等学校に通う生徒 216人を対象とした。プレテスト実
施後，知的障害児に対しては集団面接法による質問紙調
査法を実施，健常児に対しては質問紙調査法を実施
林真由美
荒木田美香子
大橋一友
（2008）
◎ 発達障害研
究
性教育を受けずに成人となった知的
障害者に対して，性に関する「知り
たい」というニーズ，および性知識
を明らかにする
授産施設に通所する 22～ 39歳の男性知的障害者 6名対
象。性知識の質問紙を用いて，対面式による 1対 1の面
接を行い，その 1ヶ月後には再調査を実施。学校および
家庭における性教育の介在が過去にないことを確認
18 知的障害児・者の性教育に関する研究動向（門下）
戸ら（10）の調査では 630名中 301名（47.8％）であり，反対する保護者は少なかった反面，4割の保護
者は「どちらでもない」「考えたことがない」と回答し，子どもの年齢や特性によって差があること
が示唆された。武子（18）によると，特に男性知的障害者の保護者は，何もしていないのに性の加害者
として見られる恐れがあることを不安視しており，「周囲から誤解されたくない」という不安が，「子
どものままでいてほしいと願う」気持ちに繋がっていた。「誤解されないための性教育」は，具体的
には「異性と距離をとる性教育」となるが，それだけでは「性的虐待を受けても何をされているか理
解できない不安」や「事後対応になることの不安」も同時に抱えており，そこに性教育の難しさがあ
ることを指摘した。以上の研究結果から，多くの保護者は，性について「何を教えたらいいか分から
ない」「戸惑う」（９）といった不安を抱えており，その背景には，性に関する話題が他人に気軽に語り
づらいために保護者も本人も孤独に悩んでサポートを求められずにいる状況等が伺えた（19）。96％の
保護者が性に関する相談の場が必要だと述べるなど（８），子どもの性に関する不安や葛藤を解消する
ためのサポート体制が必要であることが示唆された。
?????????????
学校教員対象の研究は，「性教育への意識調査」と「性教育の実施状況調査」が中心であった。「性
教育への意識調査」の中で，重視する指導内容について調査したのは，江田ら（20）と井上ら（21）である。
江田ら（20）の調査では，学校での性教育の必要性を問う質問に対し 108名中 107名（99.1％）が必要
であると答えた。その中で重視する主な指導内容は，「清潔 88.5％」「男女の違い 72.9％」であった。
一方，井上ら（21）の調査では，性教育の必要性を問う質問はなかったが，重視する主な指導内容は「コ
ミュニケーション 77.6％」「身だしなみ 75.3％」であった。これは，特別支援学校に通う保護者が学
校に求める性教育の主な内容と合致していた（９）。
では，どれくらいの教員が性教育を実施しているのだろうか。「性教育の実施状況調査」を行なっ
たのは，西田・田実（22），井上ら（21），高田ら（23）である。西田・田実（22）の調査によると，99名中 42
名（42.4％）が性教育を実施していたが，「機会を捉えて随時に行う」といった回答が多かった。井
上ら（21）の調査では，「教科」として性教育を実施している教員は 85名中 38名（44.7％）であり，「日
常生活全般」の中で実施している教員は 85名中 55名（64.7％）であった。高田ら（23）は，知的障害
児への恋愛や交際をテーマにした授業の実施状況を調査し，授業の実施経験があると回答した教諭は
279名中 98名（35.4％）であった。船越・小原（24）は，障害者の性教育を「公的な場において，人権
の保障や QOL向上の観点から，性的存在としての自他を認識すること，そして，性的自己決定権を
行使するための知識・判断力・行動力を身につける教育」と定義し，定義に基づいた実践の重要性を
述べたが，実際の性教育実施率は約 4～6割であり，高いとは言えない現状であることがわかった。
この現状の要因は一体何だろうか。「子どもたちの個人差が大きい」（22）（23）こと，教員の 6～7割が
性教育に関して「教え方がわからない」（21）といった不安や，「性教育への苦手意識」（19）をもっている
こと，さらに菅沼・生川（25）（26）の調査結果から，特に男女の関わりについて「教えることへの抵抗感」
があることも原因の一つであると推測された。井上ら（21）によると，「96.5％の教員が性教育について
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勉強する機会が必要」だと感じているが，「実際に学校で性教育に関する勉強会を実施しているのは
24.7％」であった。以上のことから，学校での性教育実施率が高いとは言えない現状の要因として，
教員への性教育に関する研修の機会が少ないために，多くの教員が性教育に対して苦手意識や抵抗感
を抱えていることが考えられた。
???????????????
4件中，「青年期女子への性教育についての調査」が 2件，「利用者の性行動と支援についての調査」
が 1件，「施設内性教育への意識調査」が 1件であり，何れも成人の知的障害者が利用する福祉施設
職員を対象としていた。「利用者の性行動と支援についての調査」を実施した長浜（27）によると，施設
の指導員が対処を要した知的障害者の性行動として，「公共の場での自慰行為，性器の露出，性愛行
動」や「相手の同意を得ない身体接触」があった。加えて，「青年期女子への性教育についての調査」
を実施した岡田・尾原（28）（29）は，知的障害のある青年期女子の男女交際は，望まない妊娠や中絶を招
くなど「リスクが大きい」としており，2つの研究から特に知的障害者の性被害や加害を不安視して
いることがわかった。岡田・尾原（28）（29）は，リスクはあるものの学校から地域へ連続した性教育を行
うことで交際をサポートしていくことは可能であると述べた。「施設内性教育への意識調査」を実施
した山崎ら（30）によると，性教育の実施が必要であると考える施設職員は，知的障害者による性犯罪・
性加害行為は環境の欠如や性知識の不足によるものであり，福祉による支援があればそのような行為
には至らないと考えていた。以上の研究から，福祉施設において，利用者に正しい性知識を伝え，性
的同意に基づく性行為についても学習させるなど性被害・加害を予防する性教育が必要であることが
示唆された。
???????????
本人対象の調査研究は，何れも「性知識の習得」に関するものであり，養護学校に通う 15～18歳
の知的障害児を対象とした研究が 1件，20～30代の知的障害者を対象とした研究が 2件であった。
本人を対象とした調査は，知的障害者の障害の状態に配慮した調査方法の工夫が見られた。例えば，
林ら（31）は性知識を質問する際，4つの絵を用いたMultiple Choice question法を用いて 2回の調査を
実施した。長浜（32）は，対象者が理解しやすい言葉で表現した面接ガイドを作成しそれに沿って質問
していた。本人対象の調査が 3件と少ないのは，このような調査時の配慮や知的障害の特性をよく理
解した上での分析が必要であることが主な理由として考えられた。
柳澤・綿（33）は普通高等学校に通う生徒と養護学校に通う生徒の性知識の習得過程について比較し
たところ，特に，避妊や中絶等の性知識を習得している者は一般の高校生に比べて，知的障害児の方
が少ないことがわかった。避妊方法の習得については，長浜（32）と林ら（31）の調査においても類似の結
果が出ている。長浜（32）は，20～30代の未婚女性 5名を対象に，月経の対処法，男女の気持ちや性欲，
性被害への対処法など 5つの性知識の習得状況について調査したところ，月経の機序と避妊方法につ
いては 5名の対象者共に知識内容が少なく，具体的に述べられなかったとしている。性教育を受けず
成人になった 22歳から 39歳までの男性知的障害者 6名を対象にした林ら（31）の調査においては，避
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妊方法や性感染症の項目での正解者はいなかった。特に避妊方法においては，対象者 6名中 4名が「体
を鍛えること」といった誤った回答を 2回の調査にわたって選択した。以上の研究結果から，知的障
害児・者は特に避妊方法等の正しい性知識を自然と習得することが難しいと言えるだろう。
??????????
実践研究 4件のうち，知的障害児を対象とした研究は 3件，成人の知的障害者を対象とした研究
は 1件であった。実践の場に着目すると，4件のうち 2件は障害児・者福祉施設，1件は学校と寄宿
舎，1件は心理臨床・発達支援センターであった。障害児・者福祉施設での研究は，保健師である髙
野ら（34）と林ら（35）による実践であった。髙野ら（34）は，性的逸脱行動発覚後の知的障害児施設において，
児童への性教育学習会と職員研修を実施し，林ら（35）は，通所授産施設と入所更生施設において，性
被害・加害を予防する観点から成人の利用者 12名を対象に 4回の学習会を実施した。林ら（35）は，4
回の学習会以降も施設内で継続して学習会を実施できるよう，進行を施設職員と研究者で分担した。
また，髙野ら（34）は，入所児童が学習会で学んだ内容を実生活場面で活かすために，日常的に児童と
関わりをもつ人々と保健師が共通認識をもつ必要があると考え，性教育学習会に施設職員だけでなく
学校教員にも見学を依頼するなど連携を強化していた。
学校と寄宿舎での研究は，助産師である工藤ら（36）による実践であった。知的障害児に対する月経
教育の中で，1日目～5日目までの経血の色や量の変化を視覚と触覚を用いて認識することができる
よう教材を製作し，現場で使用する学校教員と寄宿舎職員に意見を聞き改善に努めていた。さらに，
月経教育は家庭での個別指導も必要であるため，保護者との連携も重要であると述べた。
? ?　実践研究の概要（4件）
著者
（発行年）
雑誌名
（学会誌◎）
目　的 実践の内容
林真由美
岩本哲志
林田雅文
（2010）
愛知医科大学
看護学部紀要
知的障害者授産施設と更生施設の利用
者を対象に性被害・加害予防の観点か
ら 4回の学習会を実施。効果の検討と
施設の形態や対象者の年齢により対象
者の理解の特徴を明らかにする
質問紙調査を実施。過程評価（学習会前後と終了 1ヶ月
後の計3回実施）全体評価（学習会4回目実施後と終了1ヶ
月後に実施）質的評価（第三者による対象者の発言，表情，
態度の記録）知的レベルが中等度と考えられる対象者に
対しては自記式質問紙の回答は難しく，1対 1の面接を実
施した
髙野まゆみ
秋山美由紀
大槻秀美
他
（2010）
児童相談紀要 静岡県西部地域にある 2ヶ所の知的障
害児施設における性教育の実践と実践
から見えてきた課題から，保健師が障
害児向けのプログラムを作成
県西部地域の知的障害児施設職員に児童養護施設幼児向
けプログラムのデモンストレーション等の職員研修を実
施。児童対象の学習会を「他者との接触の仕方」や「被
害を受けたときにその事実を誰かに伝える」ことを知る
ことを目的に実施
越智萌子
近藤清美
（2013）
北海道医療大
学心理科学部
心理臨床・発
達支援セン
ター研究
知的障害を伴う ASD女児の思春期特
有の問題に対して，個人の特性と現状
を整理した上での心理教育プログラム
を作成し実施。母親への心理教育も
行う
12歳女児 1名対象に，2週間に 1度，1回 50分のセッショ
ンを 10回にわたり実施。パワーポイントで作成した資料
を視覚的に提示，ロールプレイも取り入れる。
母親面接は月に 1度 50分で実施
工藤恭子
笹木葉子
村田亜紀子
（2014）
北海道文教大
学研究紀要
知的障害児における効果的な教材開発
として「月経血モデル」を考案し製作
する
助産師の 3名が，手作りの「月経血モデル」を考案。経
血の 1日目から 5日目までの変化が視覚的に理解できる
教材を製作。A高等養護学校及び隣接する寄宿舎に置き，
女子の月経に関する指導に活用。長所と改善点について
インタビューした
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心理臨床・発達支援センターでの研究は，心理士による ASD女児 1名への実践であった（37）。変化
を好まない ASD児には，自分の外見や体格の変化を受け入れるのは容易ではない（３）との知見に基づ
き，対象児の特性と現状を踏まえての性教育や，健康・ダイエット等の学習プログラムを作成して実
施した結果，「体重を落とすことに対するこだわりが減少した」「嫌だと思う時は誘いを断ることがで
きた」「人との距離を保つことができた」といった成果が報告された。また，母親にとっても，思春
期の変化に伴う子どもの性の問題を受け入れることは容易ではないと考え，母親面接も同時に実施し
た。その結果，対象児の成長を受け入れ，それまで世話的だった関わりが，同じ女性としての関わり
に変化していったと述べている。以上，4件の実践研究は，何れも保健師等の外部専門家による実践
であったが，その中で，現場職員や保護者との連携を重要視していることがわかった。
????
本研究では，学校での性教育に限定せず，これまでにまとめられていない福祉施設での性教育につ
いても着目し，その研究動向を探ることを目的とした。先行研究より明らかになった主な内容を表 3
にまとめた後，学校及び福祉施設でのセクシュアリティ教育推進に向けての課題整理及び今後の方向
性を提起する。
??????????
教員による性教育実施率が約 4～6割である要因として，教員の「知識の不足」や「研修の機会の
少なさ」が示唆された。本人対象の調査結果から，知的障害児・者が避妊方法等の性知識を自然と身
につけることが難しいと言えるが，教える側の教員は性教育に関して苦手意識や不安を抱えている。
また，保護者は「性器いじり」等が最も困る子どもの性行動だと捉えているが，実際に家庭で行なっ
ている主な性教育の内容は「身だしなみ」「コミュニケーション」であり，2つの関係には乖離が見
られた。何れの研究も教員や保護者の視点が重視され，知的障害児本人のニーズを探る視点はなかっ
た。また，性教育を生きていく上で必要な「ライフスキル」として捉える視点や ASDの特性に応じ
た学校での性教育に関する実践研究も不足していた。このように，本人不在で語られている性教育の
現状は，教員や保護者が知的障害児の性行動を一方的に「問題だ」と決めつけたり，教員や保護者が
「必要だ」と思う内容しか指導されないという危険性を孕んでいる。彼らの性的自己決定権を尊重し
たセクシュアリティ教育推進する上で，本人のニーズ調査研究を蓄積していく必要があるだろう。
????????????
福祉施設での性教育に関する研究は計 8件であった（表 3）。児嶋（５）は，学校での性教育に関する
理論研究が十分でない状況を指摘したが，本研究において，その分野以上に研究の蓄積がないことが
示唆された。施設職員は，利用者の性被害や加害を不安視しており，正しい性知識を伝えるなど支援
の必要性を唱える一方，社会福祉士養成のためのテキストに性の知識は書かれておらず，職員は学ぶ
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機会が乏しいため（18），職員主体の施設内性教育実施は困難であることが伺えた。そのため，外部専
門家や保護者との連携が鍵となるが，日常的に支援を行う職員が利用者の性行動に向ける眼差し如何
で，支援の方向性が大きく左右される恐れがあるだろう。
?????
知的障害児・者の性教育は支援者からの高いニーズがあるにも関わらず，実践及び理論研究共に十
分に深められておらず，知的障害児・者の性を学ぶ権利が保障されているとは到底言い難い現状にあ
る。学会誌への掲載状況もそれを物語っている。背景には，日本社会全体に性をタブー視する見方や，
? ?　先行研究より明らかになった主な内容
保護者対象（12件） 支援者対象（12件） 本人対象（3件） 実践研究（4件）
?
???
?
児童期から成人期の子をもつ
保護者対象（6件）
児童期から思春期の子をもつ
保護者対象（5件）
成人期の子をもつ保護者対象
（1件）
1． 子どもの性及び性行動に
対する意識
◦ 保護者が最も困る子どもの
性行動は「性器いじり」や
「マスターベーション」
◦ 「性器いじり」対応として
は，「してはいけないもの
だとやめさせた」「誰かに
相談した」の順に多かった
2． 家庭での性教育の実施状況
◦ 実施率は約 2～ 4割
◦ ASD児の子をもつ保護者
の 7～ 8割以上が家庭での
性教育の必要性を感じてい
る
◦ 家庭で行なっている性教育
の主な内容は「コミュニ
ケーション」「身だしなみ」
◦ 学校での性教育を望んでい
るかどうかは，子どもの年
齢や特性によって差がある
◦ 多くの保護者は，何を教
えたらいいか分からない」
「戸惑う」と行った不安を
抱えている
学校教員対象（8件）
1．性教育への意識
◦ 性教育で重視する指導内容
は，「清潔」「男女の違い」
「コミュニケーション」「身
だしなみ」
◦ 教員は性教育に苦手意識や
抵抗感がある
2．性教育の実施状況
◦ 実施率は約 4～ 6割
◦ 教員への性教育に関する研
修の機会が少ない
養護学校に通う生徒対象（1件）
1．性知識の習得
◦ 避妊方法や中絶等の性知識
を習得している養護学校に
通う 15歳から 18歳の生徒
は，一般の高校生と比べて
少ない
学校・寄宿舎，発達支援セン
ターでの実践（2件）
1．助産師による月経教育
◦ 経血の色や量の変化を，視
覚と触覚を用いて認識でき
るよう教材を作成
◦ 家庭での個別指導も必要で
あるため，学校教員や寄宿
舎職員のみならず，保護者
との連携も重視
2． 心理士による ASD女児へ
の性教育等の学習プログ
ラム
◦ 女児の障害特性や現状を踏
まえて実施
◦ 保護者との連携を重視し，
母親面接も同時に実施
???
?
福祉施設職員対象（4件）
1．青年期女子への性教育
◦ 職員は，青年期女子の望ま
ない妊娠や中絶など性被害
や加害を不安視
2．利用者の性行動と支援
◦ 職員が対処を要した性行動
は，「公共の場での自慰行
為，性器の露出，性愛行動」
など
3．施設内性教育への意識
◦ 利用者には，正しい性知識
を伝え，性被害や加害を予
防する性教育が必要
成人対象（2件）
1．性知識の習得
◦ 知的障害者は，特に避妊方
法等の正しい性知識を自然
と習得することが難しい
福祉施設での実践（2件）
1． 保健師による性教育学習
会と職員研修
◦ 性的逸脱行動発覚後に実施
（1件）
◦ 性被害や加害を予防する観
点から実施（1件）
◦ 現場職員や学校教員に学習
会の見学を依頼し，連携を
強化
◦ 現場職員と進行を分担し，
継続的な学習会実施に向け
て工夫
?????????◎発達障害研究（2件）
◎日本公衆衛生雑誌（1件）
◎特殊教育学研究（1件）
◎ 児童青年精神医学とその近
接領域（1件）
◎日本小児看護学会誌（1件）
◎学校保健研究（1件）
◦ 大学紀要等（5件）
◎学校保健研究（1件）
◎司法福祉学研究（1件）
◦ 大学紀要等（10件）
◎母性衛生（1件）
◎発達障害研究（1件）
◦ 大学紀要（1件）
◦ 大学紀要等（4件）
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障害児・者には恋愛や結婚，ましてや子育てなど無理だという社会的意識が未だ根強く蔓延っている
ことが考えられる。本人の声に耳を傾けつつ，本人及び支援者自身も性について学ぶことでタブーを
乗り越えていく必要がある。そのためにも教員や施設職員向けのセクシュアリティ教育研修プログラ
ムの開発は急務であろう。今後，知的障害児・者が学校及び福祉施設で適切なセクシュアリティ教育
を受けることができるよう，その基盤となる調査及び実践研究の蓄積が望まれる。
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